


    
    


    




    ヴァンパイアと少女
    一人きりのヴァンパイアがいました。

小さなヴァンパイアは、ヴァンパイア故にお友達がいませんでした。

小屋の中、ある日、古びた本棚を漁っていると、金色に輝く羽ペンを見つけました。

「一体これは何だろう？」

育て親の、人間のおばあちゃんのものでしょうか。

おばあちゃんは魔女として人間から忌み嫌われていました。

金色の羽ペンと一緒に、小さなヴァンパイアが抱えらせれるほどの本が見つかりました。

中身は白紙、本の背表紙も表紙も白紙。ただ、青い色のカバーだけ。

インクに羽ペンの先を浸し、その白紙の本に、小鳥を描きました。

すると次の日、本に描いたそのままの小鳥が、枕の近くにいました。

他にもたくさん描いて、描き続けました。

犬、猫、馬、…それらが具現化して、寂しいヴァンパイアを囲んでいきました。

「寂しくない、もう寂しくない。けれど、もっと欲しいものがあるんだ」

可愛い女の子の絵をかました。

赤いリボンで髪を留めて、黄色い髪をして、青い目の、十一歳くらいの可憐な少女でした。

丁度小さなヴァンパイアと同い年。

しかし上から色を塗ったせいか、現れることがありませんでした。



それから二年が経過しました。

寂しくなったヴァンパイアは、ある夜、近くの丘の上へ散歩に行きました。

小鳥や馬と一緒にそこに行くと、赤い花が咲き乱れる所に少女がいました。

「あれは誰だろう？」

近づいてみると、少女は、にっこりとほほ笑みました。

可憐な少女に、ヴァンパイアは一目で惚れこみました。

「金色の髪と青い目がとても綺麗だね」

そういうと、少女は嬉しそうにくるくる回って、そピンクのスカートをひるがえしながら、「ありがとう」、と答えました。

それから毎日丘に夜に行くと、少女がいました。

色んな話をした。

おばあちゃんの話、自分がヴァンパイアだという話、家には魔女といわれたおばあちゃんが作ったいろんなものがあること。

少女はニコニコ笑って、何度も頷きました。

「ヴァンパイアが怖くないの？」

そう聞くと、少女は、鈴のような通った声で、

「あなたは怖くないもの。こうして話をするのも会うのも、あなたのことも大好きよ」

そういいました。

小さなヴァンパイアは嬉しくなって、頬を真っ赤に染めてました。

少女はそんなヴァンパイアの頬に軽くキスをしました。

彼女はどこから来たのかというと、よくわからないと答えました。

そうしてずっと会い続けて、半年。

彼女に赤いリボンが似合いそうだと、街に出ててリボンを購入しました。

少女は喜んで、長い金の髪をリボンで結びました。

　

そこでヴァンパイアは思い出しました。

あの本と金色の羽ペン、これで彼女の望むものを作り出してしまおう。

きっと喜んでくれるから。

その日は大雨でした。

本を握りしめ、丘に向かいました。

金の髪の彼女は大雨の中、花を摘んでいました。

ヴァンパイアは興奮しながら、ほしいものを聞きました。

本を開き、今まで描いたものを見せた途端、少女は悲しそうに目を伏せました。

鳥の絵、馬の絵、女の子の絵…。

それらが全て大雨で濡れて、どろどろに消え去っていました。

「もう会えないの」

少女はそういうと、幽霊のように姿を消しました。



それから毎日会いに行っても、少女に会えません。

今まで一緒にいた動物たちも姿を現すことがなくなりました。



悲しくなったヴァンパイアは、本を開きました。

溶けたインクで絵が見えなくなり、少女の絵も溶けていました。

羽ペンを握りしめ、本に描きましたが、雨でぬれて乾いた紙は、色あせてうまく絵が描けません。

何度も何度も、動物の絵を描いても現れることがありません。

羽ペンは金色だったものが、ただの青い羽ペンに変化していました。



自分の描いた絵を見ているうち、赤いリボンの少女が、ぼんやりとあの丘の上で、赤い花に囲まれて座っている絵がありました。

描いたはずのない絵、溶けてほとんど見えないけれど、ピンクの服を着た少女でした。

隅っこの方に、少女からのメッセージが書かれていました。



「リボンをありがとう」



それから、二度と本からは何も現れることはなく、ヴァンパイアは寂しさのあまり、泣きながら眠りにつきました。

夢の中で丘の上に行きました。少女が笑っていました。

手をつなぐと、まぶしい光の中へ連れて行かれました。

「ずっと一緒にいようね」

彼女の言葉に、ヴァンパイアは喜んでその光に飛び込みました。



次の日からヴァンパイアの姿を見るものは誰もいません。

古びた戸棚の中にしまった本の最後のページには、少女とヴァンパイアが赤い花の咲き乱れる丘の上で笑っている、絵だけがありました。





終
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